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	製品名: リン酸化Rsk 2/MAPKAPキナーゼ1b（Ser227）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンキナーゼのRSK（リボソームS6キナーゼ）ファミリーのメンバーをコードしています。このキナーゼは2つの異なるキナーゼ触媒ドメインを有し、マイトジェン活性化キナーゼ（MAPK）シグナル伝達経路のメンバーを含む様々な基質をリン酸化します。このタンパク質の活性は、細胞の増殖と分化の制御に関与していることが示唆されています。この遺伝子の変異は、コフィン・ローリー症候群（CLS）と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Phospho-Rsk 2/MAPKAP Kinase 1b (Ser227) 抗体 (1:1000 希釈) を使用した 3T3、Hela 細胞溶解物中の Phospho-Rsk 2/MAPKAP Kinase 1b (Ser227) のウェスタン ブロット検出。
	

	AMRe87518 を 1:1000 で使用して、HCT116、RAW264.7 細胞およびラット筋肉組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

